矢川緑地（立川市　東京都緑地保全地域）とママ下湧水（国立市　東京の名湧水57選）の整備状況調査
真姿の池湧水群整備工事第2回ワ－クショップ　　実施日：2007/6/30　　資料作成：畑中久美子　
	矢川のはじまりと
矢川弁財天・・・・
人工的に自然が演出
された異空間？
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1．道路の下から突然、矢川が現れる。矢川のはじまり。（流れは右から左へ）
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2．下流方向を望む。（流れは手前から奥へ）
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3．矢川の南岸に矢川弁財天
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4．ポンプアップした井戸水が手水から盛大に噴出している。
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5．井戸水を注いだ人工的な池。
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6．みのわ通りから見た矢川弁財天全景。社の向こう側が矢川。池の手前にポンプアップしている井戸が見える。
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7．みのわ通りから見た矢川。（流れは奥から手前へ）

	矢川緑地
（東京都緑地保全地域）・・・・
これほどの面積が保全されて
いることは素晴らしいが、護

岸整備には違和感も。
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8．みのわ通りの東側に入り口。木道が続いている。
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9．
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10．川沿いの木道。ところどころ湿地帯になっている。湧き水も湧いているのか。
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11．人家の際を流れている。（流れは奥から手前へ）
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12．玉石の石積みによる護岸が続く。保全地区として囲んだ場所の整備に石積み護岸は必要か、これ以外の方法はないものか、と考えさせられる風景。
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13．岸辺の樹木が川の上に張り出し、川の色がエメラルドグリ－ンに。杭を並べた護岸。トリミングされたようなラインにはやはり違和感を感じる。
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14． 散歩する親子の下、鴨が草むらにもぐりこんでいる。タイムスリップしたようなのどかな風景。（流れは右から左へ）
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15．
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16．

	一般道へ・・・・・
一般道沿いの水路でも、
岸辺が緑で覆われている

ととても感じがよい。
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17．ナガエミクリらしき水草。丸い緑の玉は花。この時期、花芽がつくと立ち上がる。（流れは右から左へ）
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18．水路沿いのアジサイ元気。川の中はナガエミクリが群生。（流れは右から左へ）
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19．
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20．川の右側は一般道路。川と人家の間にも木道（線路の枕木をつなげたもの）が設けられ歩けるようになっている。
	矢川いこいの広場
（親水公園）から
一般道へ・・・・
水辺整備のために設置した

人工的な構造物が水の流れ

に馴染まない。構造物同士

のアンバランスや清掃が行

き届かない問題も。
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21．川の向こうは一般道路。手前が親水公園として整備されている。川岸は石畳。水辺に降りられる。（流れは左から右へ）
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22．川岸のあずま屋。屋根は檜の皮で葺いてあるがボロボロ。
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23．公園内通路は、石畳とレンガ敷きが組み合わされているが、レンガ敷きの上に砂利がたまっており、掃除が行き届かないことが目立つ。（流れは奥から手前）
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24．レンガ造りの花壇。親水公園にこういう花壇って必要でしょうか？レンガが流行した時代の遺物か？
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25．六小校庭の南側。門は閉まっており、児童が校庭から川に出てくることはなさそう。橋の色、なんで青に塗ったのか。
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26．看板には「矢川と生垣は六小の宝」と書かれているのだが・・。隙間だらけの生垣。
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27．六小前の矢川。水辺に降りられるが、川の中にゴミ。川岸に車を止め、川の水をバケツで汲んで洗車する人あり。
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28．
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29．「ホタルの住む川です。コイを放さないで」と書かれている。（流れは手前から奥へ）
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30．農家入り口。川岸の板切れはどう見てもゴミ。せっかくの清流だが、青いネットフェンスや看板、いかがなものか。
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31．たしかにホタルはいるらしいのだが・・。
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32．橋の欄干や川沿いの柵、デザインや素材にまったく統一性がなく、奇異な印象。川沿いの道はカラ－レンガ敷き。
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33． 
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34．農家の入り口。川に向かって祠と鳥居。（流れは手前から奥へ）
	ママ下湧水と周辺
（東京の名湧水57選）・・・・
湧水地の修景整備の難

しさを実感する場所。
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35．崖肌に木製の階段。新しく整備されたものらしい。
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36．整備されたママ下湧水。竹垣の奥の崖下で湧いた水が流れ出ている。竹垣は新しく整備されたものらしい。
	＜参考＞整備前のママ下湧水
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37． タチカワオンラインＨＰより
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38．湧出口、両サイドは石積みだが、中央は土の崖のまま残されている。中央部を草地にする修景をねらっているのか？
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39．上流側にもいくつか、手の入っていない湧出口がある。
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40．湧出口には玉石が置かれているが、基本的には草地の中から湧いている。
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41．下流へ。道路は土風の舗装か？

水路には水草がたくさんはえている。

（流れは手前から奥へ）
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42．画面奥は反対運動の起きていた新設道路。水路をまたいで崖上と崖下を結んでいる。（流れは手前から奥へ）
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43． 
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44．上を通る車の音と振動が大きく不快。音が景観を壊している典型。本来なら緑で覆われているはずの崖肌、惨め。
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45．道路下にも４ヶ所ほど湧出口があるらしい。明り取りのスリットは不気味。光不足のせいか水路には水草もはえず。
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46．湧水を利用した田圃が広がる。国分寺も野川上流の谷底低地は、かつて水田だった。
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47．田圃と水路の間は本物の土のあぜ道。

（流れは手前から奥へ）
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48．
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49．右手奥から矢川が流れてくる。この下流で湧水と合流。
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50．水路を横切っている道路。壁面緑化の仕掛け。まだ緑が伸びていない。
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51．府中用水。この先で矢川、ママ下湧水と合流。
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52．「おんだし」と言われる合流点。右の水路が矢川、中央がママ下湧水水路、左手から府中用水が合流。泳ぐ子ども達、用水の水は温かく湧水は冷たいと言う。
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53．合流点下流には朝顔栽培のハウス。（流れは手前から奥へ）
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54．川沿いの構造物、川床風縁台の土台か。木工ア－ティストの若者の住処。住人が庭先に出てきて「ご用の節はいつでもどうぞ」と。（流れは左から右へ）
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55．矢川本流は左から右へ。手前の流れは、水門のところで分水されている。（流れは奥から手前へ）
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